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体験教育企画社長　藤澤　安良

自
然
界
で
は
過
信
は
禁
物

楽天ステイのブティックホテルなバケレン「R a k u t e n　ＳＴＡＹ　熱海」

第回

国
内
旅
行
、３
年
ぶ
り
１
位
に

レ
ジ
ャ
ー
白
書

・
余
暇
活
動
参
加
率

今
秋
の
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ

東
伊
豆
町
長
ら
一
行
が
来
社

柏
崎
の
わ
さ
び
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
完
成
信金組織が
完 成 披 露

４
年
の
観
光
客

万
人

愛
媛
県
　

観
光
消
費
額

億
円

中
国
語
講
座
開
催

誰
で
も
受
講
可
能

み
な
か
み
町
観
光
協
会

「
山
の
日
」に

フ
ォ
ト
ツ
ア
ー

嬬
恋
村
観
光
協
会

　
７
月

日
、
熱
海
に
誕
生
し
た
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
方
式
の
お
し
ゃ
れ

な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
の
名
は
「
Ｒ
ａ

ｋ
ｕ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
　
熱
海
」
。

　
６
月
に
開
業
し
た
１
棟
貸
し
の
八
ヶ

岳
と
は
異
な
り
、
全
室
が
熱
海
湾
に
面

し
た
テ
ラ
ス
付
き
の
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ

ン
ト
で
、
熱
海
海
上
花
火
大
会
を
真
正

面
か
ら
楽
し
め
る
。
地
上
９
階
建
て
、

ホ
テ
ル
様
式
の
バ
ケ
レ
ン
だ
。

　
共
有
部
も
見
事
で
、
天
然
温
泉
の
ス

パ
は
女
性
側
に
寝
湯
、
男
性
側
に
は
サ

ウ
ナ
室
を
完
備
。
１
階
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
を
含
む
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
。
さ
ら
に
最
上
階
の
ル
ー
フ

ト
ッ
プ
テ
ラ
ス
で
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ピ

ッ
ト
で
〝
ゆ
ら
ぎ
〟
を
体
感
。
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
ブ
ー
ス

や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
あ
る
。

　
最
上
階
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
に
は
露
天

ジ
ャ
グ
ジ
ー
の
ほ
か
、
広
い
ダ
イ
ニ
ン

グ
に
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
も
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
カ
ラ
オ
ケ
が

利
用
で
き
る
客
室
や
、
シ
ェ
フ
を
招
い

て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
付
き
客
室
も

あ
る
。ま
さ
に
リ
ゾ
ー
ト
仕
様
な
う
え
、

非
対
面
型
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア
ウ
ト

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
、
し
か
も

料
金
は
バ
ケ
レ
ン
だ
か
ら
安
い
。

　
業
務
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
徒
歩

圏
に
あ
る
が
、
食
事
付
き
も
可
能
。
そ

れ
が
ま
た
驚
き
で
、
美
食
が
詰
ま
っ
た

重
箱
を
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
の
配
達
員
が

持
つ
よ
う
な
大
型
デ
リ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ

で
客
室
前
に
置
い
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん

非
対
面
だ
。
場
所
は
、
伊
東
園
ホ
テ
ル

ズ
が
運
営
す
る
大
野
屋
の
隣
で
、
老
朽

化
し
た
建
物
と
は
対
照
的
な
映
り
な
の

は
、
築
年
数
が
浅
い
か
ら
。
も
と
は
ニ

ュ
ー
タ
カ
ハ
シ
の
跡
地
で
、
日
本
に
お

け
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
の
先
駆
け
と

い
わ
れ
た
テ
イ
ク
ア
ン
ド
ギ
ヴ
・
ニ
ー

ズ
「
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
」

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
監
修
し
た
物
件
を
、

楽
天
ス
テ
イ
が
引
き
継
い
だ
。

　

年
前
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
の
プ

レ
ス
ツ
ア
ー
で
バ
ン
コ
ク
の
ブ
テ
ィ
ッ

ク
ホ
テ
ル
を
さ
ま
ざ
ま
試
泊
し
た
。
当

時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
人
気
だ
っ

た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
に
触
発
さ
れ
た

米
国
帰
り
の
タ
イ
人
オ
ー
ナ
ー
た
ち

が
、
タ
イ
国
内
で
多
様
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
を
展
開
し
始
め
て
い
た
。
そ
れ

が
、
観
光
業
が
主
要
産
業
で
あ
る
タ
イ

の
〝
磁
力
〟
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。

　
だ
が
当
時
、
日
本
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ

テ
ル
と
い
え
ば
ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
同
義
語

と
さ
れ
、記
事
を
書
く
の
に
苦
労
し
た
。

か
つ
て
性
風
俗
で
使
用
さ
れ
た
「
ト
ル

コ
風
呂
」
と
同
じ
で
、
本
来
の
意
味
と

は
異
な
る
俗
的
な
和
製
英
語
と
し
て
普

及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
東
京
五
輪
が
住
宅
宿
泊
事
業
法
の
成

立
を
後
押
し
し
た
が
、
夢
の
観
光
バ
ブ

ル
は
コ
ロ
ナ
で
い
っ
た
ん
、
幻
に
な
っ

た
。
と
は
い
え
、
災
い
転
じ
て
福
と
な

す
。
旅
館
業
法
や
食
品
衛
生
法
の
枠
を

超
え
た
新
業
態
を
生
ん
だ
。
自
由
度
が

高
く
て
、
誰
に
も
遭
わ
ず
に
ハ
イ
ダ
ウ

ェ
イ
で
き
る
。
こ
う
し
た
新
業
態
に
若

い
人
た
ち
が
、た
な
び
き
始
め
て
い
る
。

　
先
日
、
教
え
子
の
結
婚
式
が
あ
り
、

リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ラ

ー
ホ
テ
ル「
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

を
利
用
し
た
。
だ
が
、
や
っ
ぱ
り
食
事

は
非
接
触
。
朝
食
は
コ
ー
ル
ド
ミ
ー
ル

を
備
え
付
け
の
家
電
製
品
で
温
め
る
よ

う
説
明
書
き
が
あ
り
、
唯
一
、
温
か
い

ス
ー
プ
が
保
温
マ
グ
で
部
屋
の
前
に
運

ば
れ
た
。
シ
ロ
カ
の
マ
シ
ン
で
淹い

れ
た

て
の
珈
琲

コ
ー
ヒ
ー

が
楽
し
め
る
よ
う
コ
ー
ヒ
ー

豆
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
珈
琲
へ
の
こ
だ
わ
り
は
Ｒ
ａ
ｋ
ｕ
ｔ

ｅ
ｎ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
　
熱
海
に
も
共
通
す

る
。
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
の
上
を
い
く
ぜ

い
た
く
。
し
か
も
気
に
い
っ
た
備
品
、

家
電
製
品
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
は
、
い
ず

れ
も
楽
天
市
場
で
買
え
る
も
の
ば
か
り

だ
。
斜
め
上
を
い
っ
て
い
る
。

　
（
淑
徳
大
学
　
経
営
学
部
　
観
光
経

営
学
科
　
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝

子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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全
国
各
地
で
梅
雨
が
明
け
、

連
日
の
気
温
が

度
後
半
の
猛

暑
日
が
続
い
て
お
り
、
炎
天
下

で
は

度
を
は
る
か
に
超
え
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
学
校
が
夏

休
み
に
入
っ
た
。
コ
ロ
ナ
で
の

制
限
が
な
い
夏
休
み
と
あ
っ

て
、
家
族
連
れ
の
旅
行
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
業
界
情
報
に
よ

る
と
、
宿
泊
日
数
も
旅
行
費
用

も
と
も
に
前
年
を
大
き
く
上
回

る
見
込
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
高
速
道
路
は
特
殊

だ
が
ガ
ソ
リ
ン
代
が
レ
ギ
ュ
ラ

ー
１
９
０
円
、
ハ
イ
オ
ク
が
２

０
１
円
と
Ｓ
Ａ
の
ス
タ
ン
ド
は

見
た
こ
と
が
な
い
高
値
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
多
い
都
市
の
ホ
テ
ル
代
が

軒
並
み
２
～
３
倍
に
な
っ
て
い

る
。
家
計
に
与
え
る
影
響
も
心

配
で
あ
る
。

　
こ
の
暑
さ
で
、
涼
を
求
め
、

水
遊
び
が
し
た
く
な
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
し
か
し
、
楽
し
い

は
ず
の
夏
休
み
の
初
日
の

日

に
福
岡
県
の
川
で
、
女
子
小
学

生
３
人
が
溺
れ
て
命
を
落
と
し

た
。
発
見
場
所
は
深
み
で
あ
っ

た
。
彼
女
た
ち
の
体
験
や
想
定

か
ら
違
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、

日
に
は
高
知
県
で

警
備
員
の

代
の
男
性
が
水
深


㌢
の
流
れ
の
速
い
河
川
で
流

さ
れ
て
水
死
し
た
。
い
ず
れ
も

原
因
は
捜
査
を
待
つ
と
し
て

も
、
つ
ら
く
残
念
な
事
故
が
続

い
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
の
水
難
事
故
死

者
は
１
７
４
２
人
に
も
上
っ

た
。
海
や
川
や
湖
で
の
活
動
機

会
が
多
い
夏
休
み
の
水
難
事
故

を
ど
う
防
ぐ
べ
き
か
。
水
辺
に

寄
り
付
か
な
か
っ
た
り
行
か
な

い
こ
と
で
は
な
く
、
大
自
然
と

向
き
合
い
共
生
し
な
が
ら
の
安

全
対
策
や
危
機
管
理
が
求
め
ら

れ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
水
深


㌢
の
津
波
で
も
足
を
取
ら
れ
て

流
さ
れ
て
い
る
。
水
深
１
㍍
で

も
流
れ
が
緩
い
場
合
は
耐
え
ら

れ
る
。
自
分
は
泳
げ
る
と
言
っ

て
い
る
子
ど
も
も
大
人
も
静
水

の
プ
ー
ル
で
の
こ
と
で
あ
り
、

川
の
流
れ
や
急
な
深
み
、
海
で

の
離
岸
流
は
経
験
が
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

自
然
界
で
は
過
信
は
禁
物
で
あ

る
。

　
危
険
は
水
難
だ
け
で
は
な

い
。ハ
チ
や
マ
ダ
ニ
等
の
害
虫
、

ハ
ブ
や
マ
ム
シ
な
ど
の
毒
蛇
、

サ
メ
な
ど
の
水
生
生
物
な
ど
、

自
然
体
験
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
大
切
に
な
る
。
今
、
多
く
の

子
を
持
つ
親
も
、
学
校
の
教
員

も
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ

ー
ツ
ス
タ
ッ
フ
も
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
の
自
然
体
験
も
キ
ャ

ン
プ
も
登
山
の
経
験
も
少
な
か

っ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
未
経
験
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
は
、
安
全
対
策
も
危

機
管
理
も
十
分
理
解
を
し
て
い

る
人
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
に

な
る
。
田
舎
育
ち
の
私
は
夏
休

み
の
半
分
以
上
の
日
数
を
川
遊

び
で
過
ご
し
た
。
死
に
至
る
ほ

ど
の
危
険
は
な
か
っ
た
が
、
危

な
い
と
感
じ
た
こ
と
は
覚
え
て

お
り
、
そ
れ
は
、
ず
っ
と
生
か

さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。
体
験

か
ら
学
ぶ
に
勝
る
教
育
は
な

い
。

　
従
っ
て
、
そ
の
体
験
活
動
を

未
経
験
者
が
行
う
時
、
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
想
定
で
き
る
限
り
対

応
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

せ
っ
か
く
の
夏
休
み
は
ぜ
ひ
と

も
、
室
内
で
ゲ
ー
ム
や
都
会
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
な
く
、
田

舎
の
ほ
ん
も
の
の
海
山
川
と
大

自
然
の
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。

　
過
日
は
田
舎
の
里
山
で
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
樹
液
を

求
め
て
寄
り
付
く
ク
ヌ
ギ
の
木

を
見
つ
け
、
大
人
ば
か
り
で
昔

懐
か
し
く
虫
取
り
の
経
験
談
に

花
が
咲
い
た
が
、
今
の
子
ど
も

た
ち
も
そ
ん
な
機
会
が
大
切
で

あ
る
。

出
来
た
て
の
ビ
ー
ル
を

試
飲
す
る
（
右
か
ら
）

櫻
井
市
長
と
小
出
理
事

長
、
川
本
理
事
長

東
伊
豆
町
の
一
行
（
右

か
ら
２
人
目
が
岩
井
町

長
）

　
群
馬
県
の
み
な
か
み
町
観

光
協
会
は
、
友
好
都
市
で
あ

る
台
湾
・
台
南
市
の
出
身
で
、

同
町
に
住
む
マ
ン
デ
ィ
老
師

（
先
生
）
と
協
力
し
、
中
国

語
講
座
を
開
催
す
る
。

　
開
講
日
は
８
月
４
、
日
。

協
会
会
議
室
で
午
後
５
時
半

か
ら
７
時
ま
で
開
き
、
受
講

料
は
協
会
員
４
千
円
、
そ
の

他
５
千
円
。
定
員
は
毎
回


人
前
後
。

　
同
協
会
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
国
際
交
流
に
興
味
の
あ

る
人
な
ど
ど
な
た
で
も
」
と

話
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
２
７
８
（
６
２
）
０

４
０
１
。

　
マ
ン
デ
ィ
老
師
は
５
月
に

日
本
へ
移
住
。
専
門
は
国
際

貿
易
・
国
際
観
光
。

　
日
本
生
産
性
本
部
の
余
暇

総
研
は
こ
の
ほ
ど
、
「
レ
ジ

ャ
ー
白
書
２
０
２
３
」
の
速

報
版
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

年
の
余
暇
活
動

参
加
率
１
位
は
国
内
観
光
旅

行
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
前
の

年
以
来
３
年

ぶ
り
の
ト
ッ
プ
返
り
咲
き
。

　
調
査
は
、
２
～
３
月
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て


～

歳
の
男
女
を
対
象
に
行

い
、
３
３
０
６
人
か
ら
有
効

回
答
を
得
た
。
国
内
観
光
旅

行
の
参
加
率
は

・
８
％
で
、

前
年
か
ら

㌽
ア
ッ
プ
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年

の
水
準
（

・
３
％
）
に
は

戻
っ
て
い
な
い
。

　
昨
年
１
位
だ
っ
た
読
書
は


・
６
％
か
ら
わ
ず
か
に
減

少
し
３
位
に
。
動
画
鑑
賞
は


・
４
％
か
ら
微
増
の
２
位
。

ド
ラ
イ
ブ
や
外
食
な
ど
、
外

出
を
伴
う
種
目
へ
の
参
加
率

が
上
が
っ
た
。

　
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性

の
参
加
率
１
位
は
動
画
鑑
賞

（

・
１
％
）
で
、
次
い
で

国
内
観
光
旅
行
（

％
）
、

読
書
（

・
９
％
）
。
女
性

は
国
内
観
光
旅
行
（

・
４

％
）、外
食（

・
６
％
）、

読
書
（

・
２
％
）
の
順
に

高
か
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
余
暇
活
動
希

望
率
と
参
加
率
の
差
を
と

り
、
「
希
望
は
あ
る
が
ま
だ

実
現
し
て
い
な
い
」
需
要
と

し
て
潜
在
需
要
を
算
出
。
そ

の
結
果
、
海
外
旅
行
が
国
内

観
光
旅
行
を
上
回
り
、
１
位

と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
仕
事
と
余
暇
の
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
か
も
調
べ

た
。
「
仕
事
よ
り
余
暇
の
中

に
生
き
が
い
を
求
め
る
」

（

・
３
％
）
と
「
仕
事
は

要
領
よ
く
か
た
づ
け
て
、
で

き
る
だ
け
余
暇
を
楽
し
む
」

（

・
６
％
）
を
合
わ
せ
た

余
暇
重
視
派
は

・
９
％
。


年
の

・
５
％
か
ら
お
お

む
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
一
方
、
「
仕
事
に
も
余
暇

に
も
同
じ
く
ら
い
力
を
入
れ

る
」
（

・
１
％
）
、
「
余

暇
も
時
に
は
楽
し
む
が
、
仕

事
の
方
に
力
を
注
ぐ
」
（


・
３
％
）
は
全
体
と
し
て
減

少
傾
向
に
あ
る
。
　

　
愛
媛
県
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
４
（
２
０
２
２
）
年
の

「
観
光
客
数
と
そ
の
消
費

額
」
を
発
表
し
た
。
観
光
客

総
数
（
推
計
）
は
２
０
１
０

万
８
千
人
で
、
前
年
と
比
べ


・
０
％
増
だ
っ
た
。
制
限

緩
和
や
県
民
割
、
全
国
旅
行

支
援
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た

と
み
て
い
る
。
た
だ
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
前
の
元
年
比
で
は


・
５
％
減
の
水
準
に
と
ど

ま
り
、
本
格
回
復
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
（
６
面
に
図
表
）

　
県
外
か
ら
の
観
光
客
数
は

８
５
０
万
人
、
同

・
１
％

増
。
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
中
国

地
方
が
最
も
多
く

％
に
上

っ
た
。
次
い
で
近
畿
、
四
国

３
県
と
続
き
、
関
東
地
方
か

ら
は

・
９
％
あ
っ
た
。

　
宿
泊
客
数
は
４
１
４
万
１

千
人
で
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
利

用
が

％
を
占
め
て
い
る
。

　
観
光
客
が
最
も
多
か
っ
た

地
域
は
松
山
圏
域
で
前
年
比


・
１
％
増
の
８
５
４
万
５

千
人
。
施
設
別
に
み
る
と
、

道
の
駅
「
天
空
の
郷
　
さ
ん

さ
ん
」
（
久
万
高
原
町
）
は

約

万
人
が
利
用
。
道
後
温

泉
入
浴
客
（
本
館
・
別
館
）

は
約

万
人
、
松
山
城
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
は
約

万
人
だ
っ

た
。
一
方
、
増
加
率
が
高
か

っ
た
の
は
今
治
圏
域
で
、
同


％
増
の
３
６
５
万
５
千
人

が
訪
れ
た
。

　
観
光
消
費
総
額
は
９
９
１

億
円
で
、
同

・
１
％
増
。

元
年
比
で
は

・
６
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

　
群
馬
県
の
嬬
恋
村
観
光
協

会
は
「
山
の
日
」
の
８
月


日
、
毛
無
峠
と
破
風
岳
、
小

串
鉱
山
跡
を
巡
る
フ
ォ
ト
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
。
「
浅
間

山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ジ

オ
ガ
イ
ド
と
巡
る
絶
景
ス
ポ

ッ
ト
＆
絶
景
写
真
を
撮
影
で

き
る
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
」
と
同

協
会
。
参
加
費
は
大
人
４
千

円
、
小
学
生
以
下
３
千
円
。

前
後
で
万
座
温
泉
宿
泊
者
は

５
０
０
円
を
割
り
引
く
。

　
参
加
費
は
昼
食
代
、
万
座

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
日
帰
り
入

浴
代
、
保
険
料
な
ど
込
み
。

応
募
条
件
は
、水
や
登
山
靴
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
防
寒
具

な
ど
必
要
な
装
備
を
用
意
で

き
る
こ
と
や
、
当
日
撮
っ
た

写
真
を
宣
伝
な
ど
で
使
用
し

て
も
い
い
と
い
う
人
。
問
い

合
わ
せ
は
☎
０
８
０
（
７
１

４
０
）
５
５
７
１
。

　
全
国
の
信
用
金
庫
で
組
織

す
る
「
よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
事
務
局
＝

城
南
信
用
金
庫
）
は
７
月


日
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
名
産

品「
日
本
海
　
石
地
わ
さ
び
」

を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

「
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ

Ｉ
　
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
　
Ａ
Ｌ

Ｅ
　
花
火
」
の
完
成
披
露
を

東
京
都
内
で
行
っ
た
。
同
市

の
櫻
井
雅
浩
市
長
は
「
爽
や

か
な
辛
み
と
コ
ク
が
舌
に
残

り
、
お
い
し
い
」
と
出
来
栄

え
に
太
鼓
判
を
押
し
た
。

　
よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
全
国
各
地
の
名
産

品
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
開
発
を
進
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
境
に
あ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
今
回
は
国
内
で
も
珍
し

い
海
岸
沿
い
で
栽
培
さ
れ
、

名
物
と
な
っ
て
い
る
柏
崎
市

石
地
海
岸
の
わ
さ
び
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
造
っ

た
。
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は

同
市
の
障
害
者
施
設
の
入
居

者
に
よ
る
作
品
で
、
同
市
の

花
火
大
会
で
「
越
後
三
大
花

火
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
　
海

の
大
花
火
大
会
」
の
様
子
を

描
い
た
。

　
お
披
露
目
式
に
は
同
市
の

櫻
井
市
長
、
柏
崎
信
用
金
庫

の
小
出
昭
夫
理
事
長
、
城
南

信
用
金
庫
の
川
本
恭
治
理
事

長
ら
が
出
席
、
出
来
た
て
の

ビ
ー
ル
を
試
飲
し
た
。
櫻
井

市
長
は
「
柏
崎
の
花
火
は
日

本
一
と
市
民
は
自
信
を
持
っ

て
い
る
。
日
本
一
の
花
火
を

バ
ッ
ク
に
こ
の
ビ
ー
ル
を
味

わ
う
の
が
今
か
ら
楽
し
み

だ
」
と
述
べ
た
。

　
稲
取
、
熱
川
、
北
川
な
ど

の
温
泉
地
を
抱
え
る
静
岡
県

東
伊
豆
町
の
岩
井
茂
樹
町
長

ら
一
行
が
７
月

日
、
東
京

の
観
光
経
済
新
聞
社
を
訪

問
。
こ
の
秋
に
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
９
月

日
、
熱
川
海
岸
で

行
わ
れ
る
「
石
曳び

き
道
灌

ど
う
か
ん

ま
つ
り
」
は
、
江
戸
城
築
城
の

際
に
伊
豆
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
大
石
を
運
ん
だ
「
御
石
曳

き
」
を
再
現
し
た
も
の
。
重

さ

㌧
も
の
巨
石
を
２
５
０

人
の
引
き
手
が
力
を
合
わ
せ

て
動
か
す
。

　
９
月

日
、
稲
取
温
泉
街

で
行
わ
れ
る「
ど
ん
つ
く
祭
」

は
、
ご
神
体
を
み
こ
し
に
乗

せ
て
街
中
を
練
り
歩
く
子
孫

繁
栄
を
祈
る
奇
祭
。
担
ぎ
手

不
足
な
ど
か
ら
２
０
１
８
年

を
最
後
に
い
っ
た
ん
幕
を
閉

じ
た
が
、
今
回
、
５
年
ぶ
り

に
復
活
す
る
。

　
２
次
交
通
の
整
備
に
向
け

て
、
住
民
が
運
転
す
る
自
家

用
車
に
同
乗
す
る
交
通
シ
ス

テ
ム
「
ノ
ッ
カ
ル
」
を
来
年

２
月
、
富
山
県
朝
日
町
に
次

い
で
国
内
２
番
目
に
導
入
す

る
。

　
温
泉
街
の
玄
関
口
、
伊
豆

急
行
の
伊
豆
稲
取
駅
は
こ
の

９
月
、
町
の
補
助
を
受
け
て

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
着

手
。
「
集
客
に
向
け
た
町
の

魅
力
づ
く
り
を
事
業
者
頼
り

で
は
な
く
、
行
政
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
た
い
」
と
岩

井
町
長
。


